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○
車
両
制
限
令
に
定
め
る
道
路
の
指
定  
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�（
六
一
・
道
路
課
）　
一

○
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
神
埼
市
道
に
関
す
る
改
築
工
事

　

の
完
了  
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�（
六
二
・　

〃　

）　
一

��
�

�

○
超
伝
導
ウ
ィ
グ
ラ
ー
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
の
設
計
、
製
作
及
び
設
置
等
に
係
る
一

　

般
競
争
入
札　
  
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�（
新　

産　

業　

課
）　
二

○
都
市
計
画
の
変
更
に
伴
う
関
係
図
書
の
写
し
の
縦
覧　
  
�
�
�
�
�（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）　
五

○
換
地
処
分　
  
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�（
農

地

整

備

課
）　
五

�
�
�
�
�
�
�
	



○
政
治
資
金
規
正
法
に
基
づ
く
政
治
団
体
の
公
表　
  
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�（
告　

示
・
三
）　
五

○
政
治
資
金
規
正
法
に
基
づ
く
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動　
  
�
�
�
�
�（　

〃　

・
四
）　
五

○
政
治
資
金
規
正
法
に
基
づ
く
政
治
団
体
の
解
散　
  
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�（　

〃　

・
五
）　
七

○
政
治
資
金
規
正
法
に
基
づ
く
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動　
  
�
�
�（　

〃　

・
六
）　
七

○
政
治
資
金
規
正
法
に
基
づ
く
資
金
管
理
団
体
の
指
定
の
取
消
し　
  
�
�
�
�（　

〃　

・
七
）　
八

○
公
職
の
候
補
者
等
が
個
人
演
説
会
等
を
開
催
で
き
る
施
設
の
指
定　
  
�
�
�（　

〃　

・
八
）　
八

��
�
�

�

◎
平
成
二
十
一
年
一
月
二
十
三
日
付
け
佐
賀
県
公
報
第
一
三
一
二
〇
号
中
訂
正

　
  
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�（
総
務
法
制
課
）　
八

○
平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日
付
け
佐
賀
県
公
報
第
一
三
一
二
八
号
中
訂
正　
  
（　
　

〃　
　

）　
八

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

��
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�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

車
両
制
限
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
百
六
十
五
号
）
第
三
条
第
一
項
第
二
号
イ
の
規

定
に
基
づ
き
、
車
両
の
長
さ
及
び
軸
距
に
応
じ
て
定
め
る
値
が
最
大
二
十
五
ト
ン
で
あ
る
道

路
を
、
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
三
日

佐
賀
県
知
事　
　

古　
　

川　
　
　
　
　

康　
　
　

指
定
す
る
道
路
の
路
線
名
及
び
区
間

路　

線　

名

一
般
国
道
三
二
三
号

県
道
唐
津
港
線

県
道
半
田
鬼
塚
線

区　
　
　
　
　
　
　
　

間

唐
津
市
浜
玉
町
大
江
字
大
江
前
二
六
一
番
三
六
地
先
か
ら

唐
津
市
浜
玉
町
大
江
字
大
江
前
九
七
番
一
地
先
ま
で

唐
津
市
海
岸
通
七
一
八
一
番
二
三
地
先
か
ら

唐
津
市
西
唐
津
三
丁
目
六
八
七
四
番
一
地
先
ま
で

唐
津
市
原
字
笹
原
一
四
一
一
番
二
地
先
か
ら

唐
津
市
鬼
塚
一
三
一
六
番
二
地
先
ま
で

市
町
名

神
埼
市

市　

道　

の

路　

線　

名

広
滝
倉
谷
線

工　

事　

区　

間

神
埼
市
脊
振
町
広
滝
字
勝
陣
一
六

一
一
番
六
三
地
先
か
ら

神
埼
市
脊
振
町
広
滝
字
大
平
四
五

九
〇
番
八
八
地
先
ま
で

延　
　

長

メ
ー
ト
ル

一
、
八
四

〇
・
〇

工
事
の

種　

類

道
路
改
良

工
事
完

了
の
日

平
成
二
一
・
二

・
二
七

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
十
五
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
県
が
行
っ
た
次
の
市
道
に
関
す
る
改
築
工
事
を
完
了
し
た
。

　

そ
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
四
月
二

日
ま
で
佐
賀
県
交
通
政
策
部
道
路
課
及
び
神
埼
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
三
日

佐
賀
県
知
事　
　

古　
　

川　
　
　
　
　

康　
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次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
に
付
し
ま
す
。

　
　
　
平
成
２１
年
３
月
３
日

　
　
　
収
支
等
命
令
者

　
　
　
　
佐
賀
県
農
林
水
産
商
工
本
部
新
産
業
課
長
　
　
西
　
　
村
　
　
宏
　
　
之

１
　
競
争
入
札
に
付
す
る
事
項

　
�
　
調
達
物
品
の
名
称
及
び
数
量

　
　
　
超
伝
導
ウ
ィ
グ
ラ
ー
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
の
設
計
、
製
作
、
設
置
等
　
一
式

　
�
　
調
達
物
品
の
特
質
等

　
　
　
入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
。

　
�
　
納
入
場
所

　
　
　
佐
賀
県
鳥
栖
市
弥
生
が
丘
八
丁
目
７
番
地

　
　
　
佐
賀
県
立
九
州
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
光
研
究
セ
ン
タ
ー

　
�
　
納
入
期
限

　
　
　
平
成
２２
年
３
月
１５
日

　
�
　
入
札
方
法

　
落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
１００
分
の

５
に
相
当
す
る
金
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き

は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
金
額
）
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問

わ
ず
、
見
積
も
っ
た
契
約
金
額
の
１０５
分
の
１００
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す

る
こ
と
。

２
　
一
連
の
調
達
契
約
に
関
す
る
事
項

　
�
　
今
後
調
達
が
予
定
さ
れ
る
物
件
の
名
称
、
数
量
及
び
入
札
公
告
予
定
時
期

　
ウ
ィ
グ
ラ
ー
の
設
置
に
伴
う
下
流
ダ
ク
ト
の
改
修
　
一
式
、
県
有
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
Ｂ

Ｌ
５
に
係
る
装
置
等
　
一
式
　
平
成
２１
年
４
月
頃

　
�
　
一
連
の
調
達
契
約
の
う
ち
最
初
の
契
約
に
係
る
入
札
の
公
告
の
日
付

　
　
　
平
成
１９
年
７
月
２
日

３
　
入
札
及
び
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称

　
　
郵
便
番
号
 ８４０
�
８５７０

　
佐
賀
県
佐
賀
市
城
内
一
丁
目
１
番
５９
号

　
　
佐
賀
県
農
林
水
産
商
工
本
部
新
産
業
課
科
学
技
術
振
興
担
当
　
電
話
 ０９５２

�２５
�７１２９

 

４
　
入
札
参
加
資
格
及
び
条
件

�
　
物
品
の
製
造
、
修
理
又
は
購
入
に
関
す
る
競
争
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
の
で
き
る
者

の
資
格
及
び
資
格
審
査
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
４１
年
佐
賀
県
告
示
第
１２９
号
）
の
規
定
に

基
づ
く
入
札
参
加
資
格
を
、
入
札
書
の
提
出
期
限
の
時
点
で
有
す
る
こ
と
。

�
　
調
達
物
品
又
は
同
種
同
程
度
の
物
品
を
、
納
入
先
の
求
め
に
応
じ
て
確
実
に
納
入
で

き
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

�
　
調
達
物
品
の
納
入
後
、
保
守
、
点
検
、
修
理
そ
の
他
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
納
入

先
の
求
め
に
応
じ
て
速
や
か
に
提
供
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

５
　
入
札
参
加
資
格
を
得
る
た
め
の
申
請
の
方
法

�
　
上
記
４
の
(１
)の
資
格
の
な
い
者
で
競
争
入
札
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
も
の
は
、
佐

賀
県
（
以
下
「
県
」
と
い
う
。）
所
定
の
入
札
参
加
資
格
認
定
申
請
書
様
式
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
持
参
し
て
提
出
す
る
こ
と
。

�
　
入
札
参
加
資
格
認
定
審
査
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
申
請
書
の
提
出
場
所

　
　
郵
便
番
号
 ８４０
�
８５７０

　
佐
賀
県
佐
賀
市
城
内
一
丁
目
１
番
５９
号
　

　
　
佐
賀
県
出
納
局
用
度
管
財
課
用
度
担
当
 電
話
０９５２

�
２５
�
７１９４

　
　
Em
ail:youdokanzai@

pref.saga.lg.jp

　
�
　
申
請
書
様
式
の
入
手
先

　
　
　
上
記
�
の
部
局
又
は
佐
賀
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
http://w

w
w
.pref.saga.lg.jp/）

６
　
証
明
書
類
等
、
入
札
書
及
び
契
約
の
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

　
　
日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

７
　
入
札
説
明
書
の
交
付
及
び
契
約
条
項
の
提
示

　
�
　
期
間
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平
成
２１
年
３
月
１２
日
１７
時
ま
で

　
�
　
場
所

　
　
　
上
記
３
の
部
局

８
　
入
札
者
に
求
め
ら
れ
る
義
務

�
　
入
札
説
明
書
で
要
求
す
る
証
明
書
類
等
を
、
平
成
２１
年
３
月
１２
日
１７
時
ま
で
に
上
記

３
の
部
局
に
提
出
す
る
こ
と
。

�
　
入
札
参
加
希
望
者
は
、
提
出
し
た
証
明
書
類
等
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
ら
れ
た
と
き

は
、
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
�
　
提
出
方
法

　
郵
送
又
は
持
参
す
る
こ
と
。
テ
レ
ッ
ク
ス
、
電
報
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
そ
の
他
の
方
法

に
よ
る
提
出
は
認
め
な
い
。

９
　
郵
送
に
よ
る
入
札
書
の
提
出
の
場
所
、
期
限
及
び
提
出
方
法

　
�
　
場
所

　
　
　
上
記
３
の
部
局

　
�
　
期
限

　
　
　
平
成
２１
年
３
月
２６
日
１７
時
（
必
着
）

　
�
　
提
出
方
法

　
書
留
郵
便
と
す
る
こ
と
。
テ
レ
ッ
ク
ス
、
電
報
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
そ
の
他
の
方
法
に

よ
る
提
出
は
認
め
な
い
。

１０　
持
参
に
よ
る
入
札
書
の
提
出
の
場
所
及
び
期
限

　
�
　
場
所

　
　
　
佐
賀
県
佐
賀
市
城
内
一
丁
目
１
番
５９
号
　
新
行
政
棟
８１
号
北
会
議
室

　
�
　
期
限

　
　
　
平
成
２１
年
３
月
２７
日
１０
時
３０
分
 

１１　
開
札
の
場
所
及
び
日
時

　
�
　
場
所

　
　
　
上
記
１０
の
�
の
場
所

　
�
　
日
時

　
　
　
平
成
２１
年
３
月
２７
日
１０
時
３０
分

１２　
入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金

　
�
　
入
札
保
証
金

ア
　
入
札
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
、
見
積
金
額
の
１００
分
の
５
以
上
に
相
当
す
る
金
額

を
納
付
す
る
こ
と
。

イ
　
入
札
保
証
金
の
納
付
に
代
え
て
、
佐
賀
県
財
務
規
則
（
平
成
４
年
佐
賀
県
規
則
第

３５
号
）
第
１０４
条
第
１
項
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
価
値
の
担
保
を
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

�
　
国
債
又
は
地
方
債
　
額
面
金
額
（
割
引
債
券
に
あ
っ
て
は
、
時
価
見
積
額
）

�
　
日
本
政
府
の
保
証
す
る
債
券
又
は
確
実
と
認
め
ら
れ
る
社
債
　
額
面
金
額
又
は

登
録
金
額
（
発
行
価
額
が
額
面
金
額
又
は
登
録
金
額
と
異
な
る
と
き
は
、
発
行
価

額
）
の
１０
分
の
８
以
内
で
換
算
し
て
得
た
金
額

�
　
銀
行
又
は
確
実
と
認
め
ら
れ
る
金
融
機
関
が
振
り
出
し
、
又
は
支
払
保
証
を
し

た
小
切
手
（
佐
賀
県
内
に
置
か
れ
た
手
形
交
換
所
に
加
入
し
て
い
る
金
融
機
関
の

も
の
に
限
る
。）
券
面
金
額

�
　
銀
行
又
は
確
実
と
認
め
ら
れ
る
金
融
機
関
が
引
き
受
け
、
又
は
保
証
若
し
く
は

裏
書
を
し
た
手
形
　
券
面
金
額
（
手
形
の
満
期
の
日
が
当
該
手
形
を
提
供
し
た
日

か
ら
１
月
を
経
過
し
た
日
以
後
で
あ
る
と
き
は
、
提
供
し
た
日
の
翌
日
か
ら
満
期

の
日
ま
で
の
期
間
に
応
じ
、
券
面
金
額
を
一
般
の
金
融
市
場
に
お
け
る
手
形
の
割

引
率
に
よ
っ
て
割
り
引
い
て
得
た
金
額
）

�
　
銀
行
又
は
確
実
と
認
め
ら
れ
る
金
融
機
関
に
対
す
る
定
期
預
金
債
権
　
債
権
証

書
に
記
載
さ
れ
た
金
額

�
　
銀
行
又
は
確
実
と
認
め
ら
れ
る
金
融
機
関
の
保
証
　
そ
の
保
証
す
る
金
額

ウ
　
次
の
場
合
は
、
入
札
保
証
金
の
納
付
等
が
免
除
さ
れ
る
。

�
　
県
を
被
保
険
者
と
す
る
入
札
保
証
保
険
契
約
（
見
積
金
額
の
１００
分
の
５
以
上
）

を
締
結
し
、
そ
の
証
書
を
提
出
す
る
場
合
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過
去
１０
年
の
間
に
、
県
若
し
く
は
県
以
外
の
地
方
公
共
団
体
又
は
国
（
公
団
又

は
特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
の
共
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
６
年
法
律
第

７８
号
）
第
８
条
の
規
定
に
基
づ
き
登
録
施
設
利
用
促
進
機
関
と
し
て
登
録
を
受
け

て
い
る
法
人
を
含
む
。）
又
は
国
内
に
あ
る
放
射
光
施
設
と
の
間
で
同
種
・
同
規
模

の
契
約
を
複
数
行
い
、
そ
の
う
ち
１
件
に
係
る
履
行
証
明
等
を
提
出
す
る
場
合

　
�
　
契
約
保
証
金

ア
　
契
約
締
結
の
際
に
、
契
約
金
額
の
１００
分
の
１０
以
上
に
相
当
す
る
金
額
を
納
付
す

る
こ
と
。

イ
　
契
約
保
証
金
の
納
付
に
代
え
て
、
佐
賀
県
財
務
規
則
第
１１６
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

上
記
イ
の
�
か
ら
�
ま
で
に
掲
げ
る
価
値
の
担
保
を
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ウ
　
次
の
場
合
は
、
契
約
保
証
金
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
。

�
　
県
を
被
保
険
者
と
す
る
履
行
保
証
保
険
契
約
（
見
積
金
額
の
１００
分
の
１０
以
上
）

を
締
結
し
、
そ
の
証
書
を
提
出
す
る
場
合

�
　
過
去
１０
年
の
間
に
、
県
若
し
く
は
県
以
外
の
地
方
公
共
団
体
又
は
国
（
公
団
又

は
特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
の
共
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
６
年
法
律
第

７８
号
）
第
８
条
の
規
定
に
基
づ
き
登
録
施
設
利
用
促
進
機
関
と
し
て
登
録
を
受
け

て
い
る
法
人
を
含
む
。）
又
は
国
内
に
あ
る
放
射
光
施
設
と
の
間
で
同
種
・
同
規
模

の
契
約
を
複
数
行
い
、
そ
の
う
ち
１
件
に
係
る
履
行
証
明
等
を
提
出
す
る
場
合

１３　
入
札
の
無
効

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
行
っ
た
入
札
は
、
無
効
と
す
る
。

　
な
お
、
無
効
入
札
を
し
た
者
は
、
再
度
の
入
札
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
�
　
入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
又
は
入
札
参
加
条
件
を
満
た
さ
な
い
者

　
�
　
当
該
競
争
に
つ
い
て
不
正
行
為
を
行
っ
た
者

�
　
入
札
書
の
金
額
、
氏
名
及
び
印
影
に
つ
い
て
誤
脱
又
は
判
読
不
可
能
な
も
の
を
提
出

し
た
者

　
�
　
１
人
で
２
以
上
の
入
札
を
し
た
者

　
�
　
代
理
人
で
そ
の
資
格
の
な
い
も
の

　
�
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
競
争
に
関
す
る
条
件
に
違
反
し
た
者

１４　
落
札
者
の
決
定
の
方
法

�
　
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
申
し
込
み
を
行
っ
た
者
を
契

約
の
相
手
方
と
す
る
。
た
だ
し
、
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ

て
申
込
み
を
し
た
者
の
当
該
申
込
み
に
係
る
価
格
で
は
契
約
の
内
容
に
適
合
し
た
履
行

が
さ
れ
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
又
は
そ
の
者
と
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
公
正
な

取
引
の
秩
序
を
乱
す
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
っ
て
著
し
く
不
適
当
で
あ
る
と
き
は
、

そ
の
者
を
落
札
者
と
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。

�
　
落
札
と
な
る
べ
き
同
価
の
入
札
を
し
た
者
が
２
人
以
上
あ
る
と
き
は
、
直
ち
に
当
該

入
札
者
に
く
じ
を
引
か
せ
て
落
札
者
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

当
該
入
札
者
の
う
ち
出
席
し
な
い
者
又
は
く
じ
を
引
か
な
い
者
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

に
代
え
て
、
入
札
執
行
事
務
に
関
係
の
な
い
県
職
員
に
く
じ
を
引
か
せ
る
も
の
と
す
る
。

１５
　
こ
の
調
達
契
約
は
、
１９９４

年
４
月
１５
日
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す

る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
。

１６　
 Sum

m
ary

�
　
The nature and quantity of the products or services to be procured: D

esign, 

production, and installation, etc. of superconducting w
iggler beam

 line, １
set

�
　
D
elivery period: M

arch １５
, ２０１０

 

�
　
D
elivery place: the place that w

ill be appointed in "SA
G
A
 Light Source", 

　
　
８
�
７
, Y
ayoigaoka, Tosu-shi, Saga, ８４１

�
０００５

 Japan

�
　
Tim
e lim

it for tender : ５
：
００
 p.m
. M
arch ２６

 ,２００９
 by m

ail or １０
:３０
 a.m
. 

M
arch ２７

, ２００９
 by direct delivery

�
　
A
 contact point for the notice: N

ew
 Industry D

evelopm
ent D

ivision, 

A
griculture, Forestry, Fisheries and C

om
m
erce H

ead O
ffice, Saga

PrefecturalG
overnm

ent, １
�
１
�
５９
 Jonai, Saga-shi, Saga, ８４０

�
８５７０

 Japan; 

Tel.+８１
�
９５２
�
２５
�
７１２９

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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都
市
計
画
法
（
昭
和
４３
年
法
律
第
１００
号
）
第
２１
条
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
２０

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
都
市
計
画
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
２１
条

第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
２０
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し

ま
す
。

　
　
　
平
成
２１
年
３
月
３
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
賀
県
知
事
　
　
古
　
　
川
　
　
　
　
　
康

１
　
都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　
�
　
武
雄
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
２
号
　
中
野
御
船
山
線
　

　
�
　
武
雄
都
市
計
画
道
路
７
・
７
・
６
号
　
高
架
側
道
４
号
線

２
　
縦
覧
場
所

　
　
佐
賀
県
県
土
づ
く
り
本
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
県
営
土
地
改
良
事
業
（
中
山
間
地
域
総
合
整
備
）
富
士
南
部
地
区
大
野
原
換
地
区
の
換
地

計
画
に
基
づ
き
、
平
成
２１
年
２
月
９
日
同
換
地
区
の
換
地
処
分
を
行
っ
た
の
で
、
土
地
改
良

法
（
昭
和
２４
年
法
律
第
１９５
号
）
第
８９
条
の
２
第
１０
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
５４
条
第
４

項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
公
告
す
る
。

　
　
　
平
成
２１
年
３
月
３
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
賀
県
知
事
　
　
古
　
　
川
　
　
　
　
　
康

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
名

称
等
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
賀
県
選
挙
管
理
委
員
会

��

�
�
�
�
�
	


�
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長　
　

松　
　

尾　
　

紀　
　

男　
　
　

そ
の
他
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称

前
田
一
徳
後
援
会

伊
藤
一
之
後
援
会

熊
本
大
成
後
援
会

 

渕
栄
二
郎
後
援
会

 

渕
彰
後
援
会

吉
岡
英
允
後
援
会

水
上
勝
義
後
援
会

明
る
い
武
雄
市
を
つ
く

る
市
民
の
会

古
庄
健
介
後
援
会

古
庄
健
介
政
経
懇
話
会

武
雄
を
全
国
に
発
信
す

る
会

中
山
昭
和
後
援
会

か
む
ら
弘
和
後
援
会

代
表
者
の
氏

名井
上　

一
之

伊
藤　

一
之

熊
本　

大
成

 

渕　

文
男

川 
　

哲
朗

石
戸　

清
司

水
上　

勝
義

副
島　

義
久

中
尾　

直
弘

古
庄　

健
介

石
橋
弘
一
朗

中
山　
　

淳

羽
根　
　

勝

会
計
責
任
者

の
氏
名

岩
本　
　

等

毛
利　
　

治

熊
本　

大
成

小
野　

房
夫

中
山　
　

平

田
中　

栄
二

佐
々
木
勝
彦

田
中　

俊
彦

朝
長　

武
利

朝
長　

武
利

稲
富　

正
夫

中
山　

昭
和

嘉
村
早
百
合

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

唐
津
市
肥
前
町
入
野
甲
二
〇
〇
〇
―

一唐
津
市
栄
町
二
五
七
八
―
一
五

唐
津
市
佐
志
南
三
八
七
二

杵
島
郡
白
石
町
大
字
牛
屋
一
一
八
六

番
地

杵
島
郡
白
石
町
大
字
坂
田
一
二
一
六

―
三

杵
島
郡
白
石
町
大
字
福
田
二
一
三
四

番
地
二

唐
津
市
山
本
一
八
五
番
地
六

武
雄
市
武
雄
町
大
字
昭
和
一
―
九
岩

永
ビ
ル
一
〇
二
号

武
雄
市
武
雄
町
大
字
昭
和
一
七
二

武
雄
市
武
雄
町
大
字
昭
和
一
七
二

武
雄
市
朝
日
町
大
字
中
野
六
三
九
四

番
地

東
松
浦
郡
玄
海
町
大
字
平
尾
八
四
三

の
二

佐
賀
市
南
佐
賀
一
―
六
―
二
一

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
政
治

団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。
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党
の
名
称

自
由
民
主
党
佐
賀
県
看

護
連
盟
支
部

自
由
民
主
党
佐
賀
県
自

治
振
興
支
部

自
由
民
主
党
佐
賀
県
文

教
振
興
支
部

自
由
民
主
党
佐
賀
県
第

一
選
挙
区
支
部

民
主
党
佐
賀
県
第
２
区

総
支
部

自
由
民
主
党
佐
賀
県
衆

議
院
支
部

民
主
党
佐
賀
県
参
議
院

選
挙
区
第
１
総
支
部

自
由
民
主
党
佐
賀
県
参

議
院
選
挙
区
第
二
支
部

異
動
事
項

会
計
責
任
者

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

会
計
責
任
者

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

の
区
分

（
公
職
の
種

類
）

国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

の
区
分

（
公
職
の
種

類
）

国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

の
区
分

（
公
職
の
種

類
）

国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

の
区
分

（
公
職
の
種

類
）

国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

の
区
分

（
公
職
の
種

類
）

新

立
野　

充
子

佐
賀
市
高
木
瀬
町
大
字
長

瀬
一
七
七
六
―
一

石
倉　

敏
則

佐
賀
市
本
庄
町
大
字
本
庄

五
六
六

法
第
一
九
条
の
七
第
一
項

第
一
号
に
係
る
国
会
議
員

関
係
政
治
団
体

衆
議
院
議
員

法
第
一
九
条
の
七
第
一
項

第
一
号
に
係
る
国
会
議
員

関
係
政
治
団
体

衆
議
院
議
員

法
第
一
九
条
の
七
第
一
項

第
一
号
に
係
る
国
会
議
員

関
係
政
治
団
体

衆
議
院
議
員

法
第
一
九
条
の
七
第
一
項

第
一
号
に
係
る
国
会
議
員

関
係
政
治
団
体

参
議
院
議
員

法
第
一
九
条
の
七
第
一
項

第
一
号
に
係
る
国
会
議
員

関
係
政
治
団
体

参
議
院
議
員

旧

陣
内
登
貴
子

武
雄
市
武
雄
町
大
字
武
雄

四
三
三
〇
番
地

谷
口　
　

優

佐
賀
市
鍋
島
三
丁
目
一
〇

番
一
号

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体

以
外
の
政
治
団
体

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体

以
外
の
政
治
団
体

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体

以
外
の
政
治
団
体

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体

以
外
の
政
治
団
体

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体

以
外
の
政
治
団
体

二　

そ
の
他
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称

つ
か
べ
芳
和
後
援
会

江
頭
弘
美
後
援
会

福
岡
た
か
ま
ろ
後
援
会

佐
賀
県
商
工
政
治
連
盟

保
利
こ
う
す
け
育
成
会

異
動
事
項

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

代
表
者

代
表
者

国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

の
区
分

（
公
職
の
候

補
者
の
氏
名

及
び
公
職
の

種
類
）

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

代
表
者

国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

の
区
分

（
公
職
の
候

補
者
の
氏
名

及
び
公
職
の

種
類
）

新

伊
万
里
市
立
花
町
一
六
七

五
番
地
七

黒
川　

通
信

堤　

真
佐
武

法
第
一
九
条
の
七
第
一
項

第
二
号
に
係
る
国
会
議
員

関
係
政
治
団
体

福
岡　

資
麿
、
衆
議
院
議

員杵
島
郡
白
石
町
福
吉
二
〇

九
九
―
一

中
村　

清
二

法
第
一
九
条
の
七
第
一
項

第
二
号
に
係
る
国
会
議
員

関
係
政
治
団
体

保
利　

耕
輔
、
衆
議
院
議

員

旧

伊
万
里
市
新
天
町
四
七
九

―
五

田
中　

興
人

江
下　

正
儀

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体

以
外
の
政
治
団
体

三
養
基
郡
み
や
き
町
大
字

中
津
隈
二
九
二
五
―
一

中
川　

芳
郎

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体

以
外
の
政
治
団
体

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
賀
県
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長　
　

松　
　

尾　
　

紀　
　

男　
　
　

民
主
党
佐
賀
県
第
１
区

総
支
部

自
由
民
主
党
佐
賀
県
第

二
選
挙
区
支
部

自
由
民
主
党
佐
賀
県
第

三
選
挙
区
支
部

国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

の
区
分

（
公
職
の
種

類
）

国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

の
区
分

（
公
職
の
種

類
）

国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

の
区
分

（
公
職
の
種

類
）

法
第
一
九
条
の
七
第
一
項

第
一
号
に
係
る
国
会
議
員

関
係
政
治
団
体

衆
議
院
議
員

法
第
一
九
条
の
七
第
一
項

第
一
号
に
係
る
国
会
議
員

関
係
政
治
団
体

衆
議
院
議
員

法
第
一
九
条
の
七
第
一
項

第
一
号
に
係
る
国
会
議
員

関
係
政
治
団
体

衆
議
院
議
員

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体

以
外
の
政
治
団
体

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体

以
外
の
政
治
団
体

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体

以
外
の
政
治
団
体
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笹
山
茂
成
後
援
会

活
気
あ
る
佐
賀
県
を
つ

く
る
会

 

瀬
映
二
後
援
会

楢
崎
三
千
夫
後
援
会

ひ
わ
た
し
啓
祐
後
援
会

吉
岡
ひ
で
み
つ
後
援
会

徳
光
清
孝
後
援
会

全
国
林
業
政
治
連
盟
佐

賀
県
支
部

今
村
雅
弘
後
援
会

田
中
け
い
ぞ
う
後
援
会

保
利
こ
う
す
け
育
成
会

岩
永
浩
美
後
援
会

会
計
責
任
者

会
計
責
任
者

国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

の
区
分

（
公
職
の
種

類
）

（
公
職
の
候

補
者
の
氏
名

及
び
公
職
の

種
類
）

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

政
治
団
体
の

名
称

会
計
責
任
者

会
計
責
任
者

国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

の
区
分

（
公
職
の
候

補
者
の
氏
名

及
び
公
職
の

種
類
）

代
表
者

会
計
責
任
者

国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

の
区
分

（
公
職
の
候

補
者
の
氏
名

及
び
公
職
の

種
類
）

市
山　

京
子

鶴
丸　

岩
男

法
第
一
九
条
の
七
第
一
項

第
一
号
に
係
る
国
会
議
員

関
係
政
治
団
体
か
つ
法
第

一
九
条
の
七
第
一
項
第
二

号
に
係
る
国
会
議
員
関
係

政
治
団
体

衆
議
院
議
員

 

瀬　

映
二
、
衆
議
院
議

員唐
津
市
浜
玉
町
南
山
二
一

九
一
―
一

武
雄
市
武
雄
町
大
字
富
岡

八
九
三
〇
―
一

吉
岡
ひ
で
み
つ
後
援
会

稗
田
九
州
男

北
村　

伸
介

法
第
一
九
条
の
七
第
一
項

第
二
号
に
係
る
国
会
議
員

関
係
政
治
団
体

今
村　

雅
弘
、
衆
議
院
議

員福
田　

茂
弘

原　

三
男

法
第
一
九
条
の
七
第
一
項

第
二
号
に
係
る
国
会
議
員

関
係
政
治
団
体

岩
永　

浩
美
、
参
議
院
議

員

新　

徹

小
島　

祥
弘

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体

以
外
の
政
治
団
体

唐
津
市
浜
玉
町
五
反
田
一

三
八
番
地

武
雄
市
朝
日
町
大
字
中
野

一
〇
一
九
八

吉
岡
英
允
後
援
会

広
重　

光
春

伊
藤　

俊
之

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体

以
外
の
政
治
団
体

西
岡　

螢
一　

進
藤　

健
介

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体

以
外
の
政
治
団
体

川
上
義
幸
後
援
会

国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

の
区
分

（
公
職
の
種

類
）

（
公
職
の
候

補
者
の
氏
名

及
び
公
職
の

種
類
）

法
第
一
九
条
の
七
第
一
項

第
一
号
に
係
る
国
会
議
員

関
係
政
治
団
体
か
つ
法
第

一
九
条
の
七
第
一
項
第
二

号
に
係
る
国
会
議
員
関
係

政
治
団
体

参
議
院
議
員

川
上　

義
幸
、
参
議
院
議

員

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体

以
外
の
政
治
団
体

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
賀
県
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長　
　

松　
　

尾　
　

紀　
　

男　
　
　

そ
の
他
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称

真
木
和
博
後
援
会

熊
本
大
成
後
援
会

古
庄
健
介
後
援
会

古
庄
健
介
政
経
懇
話
会

博
農
会

ふ
か
が
わ
高
志
後
援
会

か
む
ら
弘
和
後
援
会

代
表
者
の
氏
名　
　

山
田　

清
俊

井
手　

尚
徳

中
尾　

直
弘

古
庄　

健
介

松
田　

孝
雄

鹿　
　

保
男

嘉
村　

弘
和

解
散
年
月
日

平
成
一
八
年
五
月
三
〇
日

平
成
二
〇
年
一
〇
月
一
八
日

平
成
一
八
年
三
月
二
八
日

平
成
一
八
年
三
月
二
八
日

平
成
二
〇
年
一
二
月
一
二
日

平
成
二
〇
年
一
二
月
二
五
日

平
成
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
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そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
賀
県
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長　
　

松　
　

尾　
　

紀　
　

男　
　
　

資
金
管
理
団
体

の
届
出
を
し
た

者
の
氏
名

伊
藤　

一
之

古
庄　

健
介

公
職
の
種
類

唐
津
市
議
会

議
員

武
雄
市
長

資
金
管
理
団
体
の

名
称

伊
藤
一
之
後
援
会

古
庄
健
介
政
経
懇

話
会

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

唐
津
市
栄
町
二
五
七
八
―

一
五

武
雄
市
武
雄
町
大
字
昭
和

一
七
二

代
表
者
の
氏
名

伊
藤　

一
之

古
庄　

健
介

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
る
資
金
管
理
団
体
の
指
定
の
取
消
し
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
賀
県
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長　
　

松　
　

尾　
　

紀　
　

男　
　
　

資
金
管
理
団
体

の
指
定
の
取
消

し
の
届
出
を
し

た
者
の
氏
名

嘉
村　

弘
和

古
庄　

健
介

公
職
の
種

類佐
賀
市
議

会
議
員

武
雄
市
長

資
金
管
理
団

体
の
名
称

か
む
ら
弘
和

後
援
会

古
庄
健
介
政

経
懇
話
会

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

佐
賀
市
南
佐
賀
一
―
六
―

二
一

武
雄
市
武
雄
町
大
字
昭
和

一
七
二

代
表
者
の

氏
名

嘉
村　

弘
和

古
庄　

健
介

届
出
年
月
日

平
成
二
〇
年

一
月
二
〇
日

平
成
二
〇
年

一
二
月
一
五

日

��
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�

�

　

平
成
二
十
一
年
一
月
二
十
三
日
付
け
佐
賀
県
公
報
第
一
三
一
二
〇
号
中
訂
正

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

　

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
六
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、

公
職
の
候
補
者
（
衆
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
候
補
者
で
当
該
選
挙
と
同

時
に
行
わ
れ
る
衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
候
補
者
で
あ
る
者
以
外
の
も

の
を
除
く
。）、
候
補
者
届
出
政
党
及
び
衆
議
院
名
簿
届
出
政
党
等
が
個
人
演
説
会
、
政
党
演

説
会
又
は
政
党
等
演
説
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
旨
、

上
峰
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
賀
県
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長　
　

松　
　

尾　
　

紀　
　

男　
　
　

施
設
の
名
称

浮
立
の
里
米
多
団
地
集
会
所

施
設
の
所
在
地

三
養
基
郡
上
峰
町
大
字
前
牟
田
一
二
三
五
番
地
一

頁１４６７

箇
所

上
段

左
か
ら
十
行
目

右
か
ら
六
行
目

下
段

左
か
ら
一
行
目

上
段

右
か
ら
四
行
目

誤

過
程
等

規
則
・
二

以
上
�
以
上
�
以
上
�
以
上
�
以

上
�
以
上

過
程
等

第
二
号

正

課
程
等

規
則
・
一

以
上
�
以
上
�
以
下
�
以
下
�
以

上
�
以
上

課
程
等

第
一
号

　

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日
付
け
佐
賀
県
公
報
第
一
三
一
二
八
号
中
訂
正

頁７８

箇
所

下
段

左
か
ら
四
行
目

上
段

右
か
ら
四
行
目

誤

後前

正

前後
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